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は じ め に


























2 上掲書『省察』（⚙ページ⚗から 10 行目）。




札幌学院大学経済論集 第 15 号（2019 年 11 月)
ら信頼し敬愛したソクラテスの愛弟子であった。そのプラトンによる『饗宴』（Συμπόσιον）4
は，プラトンの中期対話編の作品である。『饗宴』の舞台は，悲劇作家アガトン（Α’ γάθων,




は，ソクラテス（Σωκράτης, Socrates）（前 469 年頃生-前 399 年没）を含めた⚖人である。そ
の演説者の演説を回想して語る人物（説話者）は，アポロドロス（Α’ πολλόδωρος, Apollódōros）
















4 プラトンの『饗宴』の成立年は，前 385 年以降であると考えられる。それは，「アルカディヤ人達がラケダ
イモン人によって引き裂かれたように」とあることから判断される（プラトン著（久保 勉訳）『饗宴』193
（84 ページ⚓から⚔行目）。このことが起こったのは，前 385 年であったからである。プラトンはソクラテ
スを登場させていることから，前 399 年以前であると考えているのかも知れない。例えば，プラトンは前
400 年頃を想定して『饗宴』を仕上げているのかも知れない。
5 この人物がプラトンの年上の兄弟であれば，グラウコン（Γλαύκων）（前 445 年生-？）である。
6 彼は，いつでも跣足の，小柄な男であった。「この男はあの会合にも出ていたのだ，ソクラテスの敬愛者」
で，「当時もっとも熱烈だった連中の仲間だ」と語られている（プラトン著（久保勉訳）『饗宴』173（45 ペー
ジ 15 から 46 ページ⚑行目）参照）。
7 プラトン著（久保 勉訳）『饗宴』173（45 ページ⚔から⚕行目）。
8 プラトン著（岩田春夫訳）『パイドン』117d（175 ページ⚗から⚙行目）。
9 上掲書『饗宴』173（46 ページ 16 行目）。




















































































14 ヘシオドス著（廣川洋一訳）『神統記』原初の生成（21 ページ 12 から 22 ページ⚕行目）




19 上掲書『饗宴』178（57 ページ⚙から 10 行目）。
20 上掲書『饗宴』178（57 ページ 10 から 11 行目）。
21 上掲書『饗宴』178（57 ページ 12 から 13 行目）。































すると語る（前掲書『饗宴』179（59 ページ⚑から 10 行目）参照）。
24 前掲書『饗宴』179（58 ページ⚙から 10 行目）。
25 前掲書『饗宴』179（58 ページ 10 から 12 行目）。
26 エゥリピデスの『アルケスティス』290，636 を参照。アルケスティスはペリヤスの娘で，フェライ市の王ア
ドメトスの妃であった。
27 前掲書『饗宴』179（58 ページ 16 から 59 ページ⚑行目）。
28 前掲書『饗宴』179（59 ページ⚒から⚓行目）。
29 前掲書『饗宴』179（59 ページ⚔から⚖行目）。
30 ホメロス著（松平千秋訳）『イリアス（下）』第 18 歌，78-93，ならびに 97-126（198 ページ 13 から 199 ペー
ジ⚘行目）ならびに（199 ページ 13 から 201 ページ⚑行目）参照。













































































38 前掲書『饗宴』181（62 ページ 10 行目）。
39 前掲書『饗宴』181（62 ページ 11 から 12 行目）。
40 前掲書『饗宴』181（62 ページ 13 行目）。


































45 前掲書『饗宴』181 から 182（63 ページ 13 から 14 行目）。

































49 前掲書『饗宴』182（64 ページ 13 から 14 行目）に，「アリストゲィトンの愛とハルディオスの確乎たる友情
とはついに彼らの主権をも倒壊するに至らしめたのだった」とある。





53 前掲書『饗宴』182（65 ページ⚙から 11 行目）。


































58 前掲書『饗宴』183（66 ページ 10 から 11 行目）。
59 前掲書『饗宴』183（66 ページ 11 から 12 行目）。
60 前掲書『饗宴』183（66 ページ 12 から 14 行目）。






























66 前掲書『饗宴』184（67 ページ⚙から 10 行目）。
67 前掲書『饗宴』184（67 ページ 10 から 12 行目）参照。
68 前掲書『饗宴』184（67 ページ 13 から 14 行目）。
69 前掲書『饗宴』184（67 ページ 15 行目）。すなわち，金銭のためないし政治的成功のために恩恵を蒙ること
が屈辱ではないとしても，そこから高尚な友情などは生まれ得ないし，さらに鞏固なものまたは永続する




































72 前掲書『饗宴』184（68 ページ 11 行目）。














































































ウ ラ ニ オ ス
なる，かの美しきエロス，ムーサなる天の娘
ウ ラ ニ ヤ
の属する者なのである。
これに反してポリュムニヤに属するエロスは万人向き














85 前掲書『饗宴』187（73 ページ 14 行目）。









































94 前掲書『饗宴』188（75 ページ 10 から 13 行目）。
95 前掲書『饗宴』188（75 ページ 13 から 14 行目）。
96 前掲書『饗宴』188（76 ページ⚑行目）。

































98 前掲書『饗宴』195（88 ページ 15 から 89 ページ⚑行目）。
99 前掲書『饗宴』195（89 ページ⚒から⚓行目）参照。
100 前掲書『饗宴』195（89 ページ⚓から⚖行目）参照。
101 前掲書『饗宴』195（89 ページ 13 から 14 行目）。
102 前掲書『饗宴』196（90 ページ 13 行目）。アガトンは，ホメロスから，アテネ女神の柔軟さを引いている。






























105 前掲書『饗宴』196（92 ページ 11 から 12 行目）。
106 前掲書『饗宴』197（93 ページ 12 から 13 行目）。




111 前掲書『饗宴』198（95 ページ 11 行目）。




























117 前掲書『饗宴』198（96 ページ 10 から 11 行目）。
118 前掲書『饗宴』198（96 ページ 11 から 13 行目）。
119 前掲書『饗宴』199（96 ページ 13 から 14 行目）。








































（15 ページ⚓から 11 行目））。悲劇では崇高さや高貴さを演じさせ，喜劇では機智と美とを演じさせる。悲
劇では愛は陰鬱で優しいが，喜劇では愛は楽しく親しいものとされる。
124 前掲書『饗宴』189（77 ページ 14 行目）。
125 男性は太陽から，女性は地球から，両性を兼備したものは月から出た。
126 前掲書『饗宴』189 から 190（78 ページ⚘から⚙行目）。
127 アポロンは，人間の顔を廻転させ，「四方八方から今のいわゆる腹の方へ皮を引寄せ，紐付財布の口でも締
めるように腹の真中へ一つの口を造ってこれを締めた。これが現に臍とよばれている」とアリストファネ
スは言う（前掲書『饗宴』190 から 191（80 ページ⚔から⚖行目））。
128 前掲書『饗宴』190（80 ページ⚒から⚔行目）。


































132 前掲書『饗宴』191（81 ページ⚘から 10 行目）。
133 前掲書『饗宴』192（82 ページ⚑から⚒行目）。
134 前掲書『饗宴』192（82 ページ⚒から⚓行目）。
135 前掲書『饗宴』192（82 ページ⚙から 10 行目）。
136 前掲書『饗宴』192（82 ページ 11 から 13 行目）。



































141 前掲書『饗宴』193（84 ページ 10 から 12 行目）。
142 前掲書『饗宴』193（85 ページ⚗から 10 行目）。
143 前掲書『饗宴』202（107 ページ 10 行目）。
144 前掲書『饗宴』202（107 ページ 10 から 11 行目）。
145 前掲書『饗宴』202（107 ページ 13 行目）。
146 エロスの能力には，一方からは祈願と犠牲とを，他方からは命令と報償とを伝達する力であり，エロスは，
神的な者と滅ぶべき者の中間に介在してその隙間を充たし，万有は結合されて完き統一体となると言う（前






























151 前掲書『饗宴』203（109 ページ⚗から 10 行目）。
152 前掲書『饗宴』203 から 204（109 ページ 13 から 14 行目）。
153 前掲書『饗宴』204（109 ページ 14 行目）。
154 前掲書『饗宴』206（115 ページ 10 行目）。
155 前掲書『饗宴』207（117 ページ 12 行目）。
156 前掲書『饗宴』206（116 ページ⚕から⚖行目）。
157 前掲書『饗宴』206（116 ページ⚙行目）。











































164 前掲書『饗宴』207（119 ページ 13 から 15 行目）。


































169 前掲書『饗宴』209（121 ページ 13 から 14 行目）。
170 前掲書『饗宴』209（121 ページ 15 から 122 ページ⚑行目）。
171 前掲書『饗宴』209（122 ページ⚒から⚕行目）。
172 前掲書『饗宴』209（122 ページ⚕から⚗行目）。
173 前掲書『饗宴』209（122 ページ⚙から 10 行目）。































179 前掲書『饗宴』210（124 ページ⚙から 11 行目）。
180 前掲書『饗宴』210（124 ページ 12 から 13 行目）。
181 前掲書『饗宴』210（124 ページ 14 から 15 行目）。









































189 前掲書『饗宴』210（124 ページ⚙から 11 行目）。
190 前掲書『饗宴』210（124 ページ 12 から 13 行目）。










































































































から，この第⚑項がゼロであるので，この第⚒項は，z2(p′)＝ 0 となる。これは，価格ベクトル p′ が均衡価
格ベクトル集合に含まれないという想定に反する。ゆえに，z2(p′)≤ 0 である。同様に，z2(p″)＞ 0 の場合に
も，ワルラス法則が想定されると，z1(p″)≤ 0 が得られる。
次に，mが⚐と⚑の間を動くとき，価格ベクトルを p(m)＝mp′＋(1－ m)p″ とする。ワルラス法則は
p(m)z(p(m))＝ 0
と表される。いま，p(m)∈ E でないとしよう。すなわち，m ＝ m0≠ 0,1 のとき，z1(p(m0))＞ 0 および











札幌学院大学経済論集 第 15 号（2019 年 11 月)
（⚙）ルネ・デカルト著（桝田啓三郎訳）『省察』角川文庫，1970 年。
（10）Kenneth J. Arrow and F. H. Hahn, General Competitive Analysis, North-Holland, 1971.
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